
スーパービジョンによる
相談支援専門員支援

中川区障害者基幹相談支援センター
センター長 渡邊理恵子

とよはし総合相談支援センター ほっとぴあ
統括相談員 鈴木陽一郎

半田市障がい者相談支援センター
副センター長 徳山 勝

令和７年度 愛知県主任相談支援専門員研修



今日の研修の流れ

担当内容時間

渡邊講義「スーパービジョンの理論と実際」9:25～10:25

鈴木陽演習１「個別スーパービジョン」10:25～10:55

休憩10:55～11:05

鈴木陽
導入講義「傾聴を使ったスーパービジョン」11:05～11:20

演習２「傾聴を意識したスーパービジョン」11:20～12:20

昼休憩12:20～13:20

鈴木陽演習２「傾聴を意識したスーパービジョン」13:20～14:20

休憩14:20～14:30

徳山講義「グループスーパービジョン」14:30～15:55

休憩15:55～16:05

徳山・渡邊演習「グループスーパービジョン」16:05～17:20



研修のねらいと獲得目標（演習）

研修のねらい

獲得目標

□ 自身の課題をスーパーバイザーに話し、スーパーバイザーはそれを受け止め、
新たな気づきにつなげ、成長を促す。

□ 過去に接した自身の事例をスーパーバイザーに話し、スーパーバイザーは
グループメンバーに自分ならどうしたか、全く自由な立場で意見を述べ、事例
提供者に返しながら、共に新たな気づきにつなげることで成長を促す。

□ 相談援助職に必要となるスーパービジョンについて説明できる。
□ コンサルテーション（経験則でのアドバイス）とスーパービジョンの違いが説明できる。
□ 自己の実践を検証し、他者からの視点が入ることで支援の質が向上することを理解

する。
□ スーパービジョンでの新たな気づきを、必ず実践に反映、応用することが重要なことを

理解する。
□ ストレングス（生きる力の源）を活用した支援について理解する。
□ 福祉サービス以外の資源（ありふれた資源）も活用した支援の必要性を説明できる。



演習１

１．３人一組になります。
※受講生で３人組が作れないところは、ファシリテーターが

参加してください
２．まずは自己紹介と「スーパーバイザー」、「スーパーバイ

ジー」、「観察者」を決める（５分）
３．スーパーバイジーが「最近の困りごと」を話してもらい、

スーパーバイザーは3つの機能を意識しながらスーパー
ビジョンを体験する。（１０分）

４．観察者を中心に振り返りをする（５分）
５．全体共有（１０分）



導入講義
「傾聴を使ったスーパービジョン」



傾聴を使ったSVの技術

支援技術としての傾聴（スーパービジョンの技術）

傾聴とは利用者や職員等の関係を形成する技術で
はなかったの？

傾聴がスーパービジョンなの？

令和5年度相談支援従事者支援者養成研修：本名靖氏 資料



傾聴の技術

【ステップ1】 受容

相手の傍らで,心を開き、意識を集中する

技術：相手のそばで意識を集中し、話を聞く姿勢が
支援である
× 沈黙に耐え切れず、意味のない話をしてしまう
（なぜダメなの？）

令和5年度相談支援従事者支援者養成研修：本名靖氏 資料



傾聴の技術

【ステップ２】 繰り返し

言葉を聞くのではなく、相手の気持ちに近づく

技術：相手の気持ちに近づく技術「同じ言葉を返す」

× 自分の経験を話してしまう（なぜダメなの？）

× 相手の話を客観的に判断する（なぜダメなの？）

令和5年度相談支援従事者支援者養成研修：本名靖氏 資料



傾聴の技術

【ステップ３】 明確化・要約

話の内容を短くまとめて相手に返す

技術：話の内容から重要なキーワードを見つける

× 話の内容を解釈して、自分の経験に引き付けて
自分の考えを話してしまう

令和5年度相談支援従事者支援者養成研修：本名靖氏 資料



傾聴の技術

【ステップ４】 質問

相手の今後の方向性に関する考えを引き出す

技術：開かれた質問でその時の判断の根拠と行動の吟味

× 吟味をする主体はあくまでも相談者、支援者が吟味し
てはダメ

令和5年度相談支援従事者支援者養成研修：本名靖氏 資料



傾聴の技術

【ステップ５】 支持

相手の考えを認め、具体的な行動を引き出す

【技術：判断の根拠と行動を吟味することで、次の
行動を促す

× 行動の主体は相談者、次の行動を受け入れ、
励ます

令和5年度相談支援従事者支援者養成研修：本名靖氏 資料



演習２ 個別スーパービジョン

あなたは相談支援事業所の管理者です。自分の所属する相談支援事業所に勤務し
て２年目（法人職員としては７年目）の相談支援専門員Aは、とても正義感が強く、勉
強熱心で、利用者に対してしっかりと向き合いながら支援を行うことができるタイプ
の職員です。今年度に入り、だいぶ自分一人で支援ができるようになってきました。
ところが、最近になって上手く支援ができていない利用者がいるようです。そこで、相
談支援専門員としては３年目ですが、法人としては勤続２０年のベテラン職員BがA
の相談に乗ることになりました。話を聞くと、その利用者は２０代前半の若い女性で、
マッチングアプリで色々な人と会おうとしているようです。そのため、心配したＡが利
用者に助言をしたところ、「なんでそんなことをあなたに言われないといけないの？」
と怒り出し、それ以降連絡してもなかなか繋がらなかったり、連絡が取れても素っ気
ない態度を取られるようになってしまったと話し出しました。相談員Ａとしては、利用
者がつらい思いをしないためにも、何とか説得しなくてはと考えているようですが、そ
れに対してベテラン職員Ｂが「あなたの関わり方は、自分の思いを一方的に押し付
けているだけ。もう少し冷静になって考えることが必要じゃないの？」と助言しました。
すると相談員Ａは涙ぐんだ様子で「そうですね」と一言残して、その場から立ち去って
しまいました。その後、相談員Ａはベテラン職員Ｂを避けるような様子が見られるよう
になりました。ベテラン職員Bもその様子から、「せっかく助言をしてあげたのに、そ
のような態度を取られた」と、あからさまに不機嫌な態度を示すようになってしまい、
センター内の雰囲気もあまり良くなくなってしまいました。



演習２－① ＜個別スーパービジョンのロールプレイ＞

・スーパーバイザーであるあなたは、相談員Ａに対してスーパー
ビジョンを実施することにしました。

相談員Ａのどんなところ（考えや価値観）に焦点を当てスーパー
ビジョンを行っていきますか？（５分）
・傾聴を使ったSVの技術のSTEP１～５に沿って、SVを行う具体
的な進め方を考えてみましょう。（２５分）
①相手の傍らで心を開き、意識を集中する
②言葉を聞くのではなく、相手の気持ちに近づく
③話の内容を短くまとめて相手に返す
④相手の今後の方向性に関する考えを引き出す
⑤相手の考えを認め、具体的な行動を引き出す
・考えた進め方に沿ってSVのロールプレイをしてみる（１０分）
・実際に体験をしてみてどうだったか振り返る（１０分）



１．２人一組になります。
※受講生で２人組が作れないところは、ファシリテーターが

参加してください
２．スーパーバイザー、スーパーバイジー役を決めて、役作り

を行う
３．考えたスーパービジョンの進め方を意識しながらスーパー

ビジョンを体験する。（１０分）
４．チェックリストをもとに振り返る（３分）
４．実際に体験してみてどうだったか、６人グループで振り返り

をする（１０分）

演習２－① ＜個別スーパービジョンのロールプレイ＞
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できた ・ ほぼできた ・ 一部できた ・ できなかった面談に適した場所の配慮はできたか
面談の
環境
設定

できた ・ ほぼできた ・ 一部できた ・ できなかった面談の際の体などの向きの配慮はできたか

できた ・ ほぼできた ・ 一部できた ・ できなかったバイジーとの距離は適切だったか

できた ・ ほぼできた ・ 一部できた ・ できなかったバイジーに意識を集中することができたか

Step1 できた ・ ほぼできた ・ 一部できた ・ できなかった沈黙に耐えられたか

できた ・ ほぼできた ・ 一部できた ・ できなかったバイジーのすべての表現が感じられたか

できた ・ ほぼできた ・ 一部できた ・ できなかった自分の経験で話してしまわなかったか

Step2 できた ・ ほぼできた ・ 一部できた ・ できなかったバイジーの気持ちを審判的に分析しなかったか

できた ・ ほぼできた ・ 一部できた ・ できなかったバイジーの気持ちに寄り添うことができたか

できた ・ ほぼできた ・ 一部できた ・ できなかったバイジーの話のキーワードを理解できたか
Step3

できた ・ ほぼできた ・ 一部できた ・ できなかったキーワードを要約し返すことができたか

できた ・ ほぼできた ・ 一部できた ・ できなかったバイジーの行動の根拠を理解できたか
Step4

できた ・ ほぼできた ・ 一部できた ・ できなかったバイジーの新たな方向性を導くことができたか

できた ・ ほぼできた ・ 一部できた ・ できなかったバイジーの新たな考え方を認めることができたか
Step5

できた ・ ほぼできた ・ 一部できた ・ できなかったバイジーの具体的な行動を引き出せたか

スーパービジョンチェックリスト



演習２－② ※基本的には①同じ進め方です

・スーパーバイザーであるあなたは、ベテラン職員Ｂに対しても
スーパービジョンを実施することにしました。ベテラン職員Ｂのど
んなところ（考えや価値観）に焦点を当ててスーパービジョンを
行いますか？（５分）
・傾聴を使ったSVの技術のSTEP１～５に沿って、 SVを行う具
体的な進め方を考えてみましょう。（２５分）
①相手の傍らで心を開き、意識を集中する
②言葉を聞くのではなく、相手の気持ちに近づく
③話の内容を短くまとめて相手に返す
④相手の今後の方向性に関する考えを引き出す
⑤相手の考えを認め、具体的な行動を引き出す
・考えたシナリオに沿ってSVのロールプレイをしてみる（１０分）
・観察者を中心に振り返り（１０分）



１．スーパーバイザーとスーパーバイジー役を交代して役作り
を行う

２．考えたスーパービジョンの進め方を意識しながらスーパー
ビジョンを体験する。（１０分）

３．チェックリストをもとに振り返る（３分）
４．実際に体験してみてどうだったか、６人グループで振り返り

をする（１０分）
５．全体共有（５分）

演習２－② ＜個別スーパービジョンのロールプレイ＞



個別SV演習のまとめ

□ 教えてもらわなくても、話をしていく中で考え
が整理さえていき、自分自身で気づきが生まれ
解決されていくことも多い

⇒もちろん、初任の方に対しては教えることも
大切ではあるが、現任の方などは自分の中に
答えを持っている方も多い。バイジーの力を
信じることが大切。



個別SV演習のまとめ

□ 良かったと指摘してもらったところや、他の方
がやっている中でこんな声かけの仕方が良かっ
たなと思ったところがあると思います。それを自
分が行う時に使ってみると良い。

⇒自分がしてもらって良かったことは、自分が
する立場になったら同じようにしたら良いの
か！に繋がる。スーパーバイザーのバイジー
への関わりが、バイジーの利用者に対する関
わりにも反映される！
※パラレルプロセス
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ロミンガーの法則（７０：２０：１０の法則）

米国ロミンガー社（現CCL）がリーダー層を対象に行った調査・分析であり、
「リーダーとしての成長には、7割が業務経験、2割が他者からの薫陶（指導・
フィードバック）、1割が研修（Off-JT・自己学習）」という要素の割合を示して
います。この法則は、実践的な「経験」による学びが最も重要であるという考
え方に基づき、実際のビジネス現場での経験と他者との関わりが、座学より
もはるかに大きな成長をもたらすことを示唆しています。

70%（経験）: 日々の業務における成功・失敗体験、困難な課題への挑戦、チーム
ワークなど、実践的な「ストレッチ・エクスペリエンス（背伸びする経験）」が最も大き
な学びの源泉となります。
20%（薫陶）: 上司、先輩、同僚など、信頼できる他者からの助言、フィードバック、メ
ンタリングを通じて、経験を内省し、より深く理解・意味づけする過程です。
10%（研修）: 外部研修、社内セミナー、読書、資格取得など、体系的な知識や新た
な視点を得る機会ですが、これはあくまで「土台作り」や「刺激」としての役割を担
います。



経験学習モデル － 研修の構造理解のために ー

愛知県主任相談支援専門員研修 －人材育成の意義と必要性ー

具体的経験
体験する

省察的観察

抽象的概念化

能動的実験
振り返る、原因を

考える

経験からの学びを
言語化する

自ら仮説をもって
試してみる

【研修】このサイクルを採用・・・初任研、現任研の新カリキュラム…実はこの主任研も。
・情報(知識)を一方通行で受け取るだけ、単に発散するだけ、では実践知獲得の効果は薄い。
【学び】もこのサイクルが重要︓ 研修が終わってからが重要
・研修も、現場での実践も、その振り返り(スーパービジョン等)が重要。

SV

「経験学習理論」デイビット・コルブ



個別SV演習のまとめ

まずは地域でやってみる

個別スーパービジョンを実施しようと
すると、「敷居が高くてやれない」とか、
「やれる人がいない」という問題が良
く出るが・・・


